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図１　写生図／タチツボスミレ／ 1958年４月21日．

図３　写生図／シクラメン／ 1970年

12月11日．

図６　スケッチブック／ワライカワセミ

／上野動物園／ 1953年２月18日．

図４　写生図／カナリークサヨシ／

1973年５月28日．

図５　写生図／ベニバナ／ 1979年

６月12日．

図２　写生図／シャコバサボテン／ 1962年１月３日．

図７　版下図／植物の地上部と地下部．
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物（菌類も少数ながら含まれる）が中心

である。田畑のあぜや野原、雑木林、庭

や公園で目にすることの多かった植物

（タンポポ、スズメノテッポウ、カヤツ

リグサ、ヒガンバナ、ナンバンギセル）、

畑などでよく栽培されていた植物（ゲン

ゲ［レンゲソウ］、ダイズ、サトイモ、キュ

ウリ）、花壇に植えられる観賞用植物（ア

ジサイ、ツツジ、ツバキ、チューリップ、

スイセン、ダリア、ホウセンカ）、人気

のある園芸植物（シクラメン、ヒヤシン

ス、サボテン）がその例である。いずれ

も昭和時代に都市近郊で育った者には馴

染み深い植物だろう。また、身近な野菜

であるナス、トマト、ソラマメ、ジャガ

イモ、柑橘類やリンゴ、ウリなどの果実、

特に、小学生の観察の定番であるアサガ

オやヒマワリは、その発芽や成長過程を

丁寧に追いながら、くりかえしスケッチ

されている。学習教材として、図鑑や科

学絵本で取り上げられる植物や、子供た

ちの注意をひきそうな植物は特に意識し

て取り上げている。

また、写生図の書き込みには「石神井

公園田圃」（練馬区）、「善福寺池畔」（杉

並区）、「井の頭自然文化園」（武蔵野市）、

「今井谷戸」（町田市）などの地名が見ら

ウロボロス Volume 30 Number 3

図８　習作／ゼラニウム／ 1929年５月． 図９　写真アルバム／カタツムリ，テントウムシ，シロ

ツメクサなど．

図10　紙焼き写真／ゲンゲ（レンゲソウ）．
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れることから、天木が自宅周辺の杉並区

荻窪や町田市をはじめ、東京近郊に生息

する動物や植物を描いていた様子も窺い

知ることができる。現在では宅地化が進

み、田畑や雑木林と共に姿を消してし

まった植物、当時は人気があっても現在

は廃れてしまった栽培植物もあり、時代

性も反映している。

版下図には、科学絵本や学習図鑑に

掲載するために準備した下図が含まれ

る（図７）。「水草の生活」「夏の昆虫」

「春の草花とチョウ」といった雑誌の特

集テーマごとに、一つの画面に数種類の

動物や植物を配置して生態系を表現し、

水彩絵の具で丹念に彩色を施している。

「葉っぱあそび」や、花の解剖図、いろ

いろな果物（果実）の断面などを比較し

た図もある。さらに天木の晩年の仕事と

して、日本放送協会（NHK）の特集番

組 「屋久島・縄文杉の謎を追う」（1984

年１月16日放送）のために制作された、

屋久島の6000年前・4000年前・現在の

様子を描いた三連作がある。

絵画には、花鳥画の習作や模写、アン

デパンダン展出品作、掛け軸、襖絵など

の作品が含まれる。1929年５月の年記

をもつ巻物は、天木が川端画学校で日本

画を学んでいた時期の習作と思われるも

ので、ゼラニウムやジャガイモ、ソラマ

メなど８点の植物が描かれている（図

８）。生き物専門のイラストレーターと

して活躍する以前の、画業の初期におけ

る本格的な絵画学習の状況がわかる貴重

な美術資料である。

② 写真資料

図画資料に次いで点数の多い写真資

料は、紙焼き写真921点、スライド写真

999点、写真アルバム５冊で構成される

（図9・10）。写真資料の整理にあたって

は、一部の写真に汚れや折れが見受けら

れたため、写真アルバムの補修を行い、

紙焼き写真を一点ずつ保存袋に収めるこ

ととした。

写真の被写体は、植物がもっとも多く、

ついで脊椎動物（魚類、両生類、鳥類な

ど）、無脊椎動物（昆虫、貝類などの海

産動物）、さらに生活や自然の景観、建物、

人物のほか、顕微鏡写真も含まれる。

スライド写真の撮影時期は1957年頃

から1977年頃であり、撮影場所は東京

都内の上野動物園、井の頭自然文化園、

新宿御苑、神代植物公園、高尾山、七国

山付近の雑木林、神奈川県の三浦半島、

神奈川フラワーセンターなどである。天

木は日常的に植物、動物、人物、風景を

観察し、スケッチを描きため、写真を撮

ることで、出版社からの依頼内容に柔軟

に対応し、様々な挿絵を用意できる体制

を取っていたと考えられる。

③ 文書・書籍

天木自筆の２冊の「原稿控」は、挿絵

仕事の受注記録というべき性格のノート

である。作成時期は1956年から1986年

にかけての約31年間にわたり、挿絵の

制作日、描画内容、掲載媒体、印刷に関

すること（カラーやモノクロの別、寸法

など）が子細に書き記されている。連日

のように次々と作画に取り組む多忙なイ

ラストレーターの生活を垣間見ることが

できる。なお、この「原稿控」の一部分

（1973年１月−同年12月）は、上述の

展覧会図録（町田市立博物館、2018年、

98−109頁）に翻刻文が掲載されている

ので参照されたい。

図書・雑誌・教科書などからなる書籍

には、『キンダーブック 観察絵本』（フ

レーベル館）や『よいこのがくしゅう』（学

習研究社）などの科学絵本や学習雑誌、

理科教科書（講談社や啓林館、教育出版、

東京書籍など）が含まれる。それらは天

木の挿絵を使用した書籍と考えられるも

のであり、天木は自身の手がけた挿絵が

印刷・掲載された成果物としてそれらを

保管していたのであろう。

おわりに

一人の挿絵画家が残した膨大な量の写

生図、版下図、写真、文書、書籍などで

構成される天木茂晴コレクションは、戦

後日本の理科教育を考えるうえでの貴重

な視覚資料である。なぜなら、研究者で

も、いわゆる著名な芸術家でもない一人

の作家の作品と資料が、習作などの作画

過程を含めて丸ごと残され、このような

形で保存されることは極めて稀なことだ

からである。2022年に天木茂晴コレク

ションの寄贈を受けた本館では、地道な

資料整理と並行して、福井県教育総合研

究所教育博物館（2023年−現在）や大

阪市立自然史博物館（特別展「自然史の

イラストレーション」2024年）への資

料貸出を行ってきた。今後さらに生き物

のイラストレーションに注目する機会が

増えることを期待する。貴重な資料を大

切に守ってこられ、ご寄贈いただいたご

遺族の天木高嶺さん、ひと美さんご夫妻

に厚く御礼申し上げる。天木茂晴コレク

ションの調査研究や資料整理において

は、多くの皆様よりご協力・ご助言をい

ただいた。ここに記して感謝申し上げる。

（五十音順、敬称略）：天木ひと美、有賀

雅奈、内野秀重、大久保敦子、岡田美知

子、鹿野研史、木場英久、坂本真理子、

根本秀一、藤川純一、南 久美子、宮崎 卓。

参考文献

町田市立博物館（編集）・内野秀重（監修）

『町田発 はな・とり・こんちゅう 理科

をそだてた挿絵画家 天木茂晴』町田市

立博物館、2018年

（
1
大阪大学大学院人文学研究科助教・本

館研究事業協力者／美術史、
  2

東京大学大学院農学生命科学研究科特

任研究員・本館研究事業協力者／植物分

類学、
  3

本館准教授／植物分類学）
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写真と標本のあいだ

　インターメディアテクでは、2025年

７月12日から11月９日にかけて、特別

展示『植物顔––日本・フィリピンの草木

花実写真』を開催した。本展示は、東京

大学総合研究博物館とフィリピン国立博

物館との国際協働による企画であり、特

別パートナーフォトグラファーとして、

フィリピンのマニラを拠点に活動する

ジャン・マヨを迎えて実現した。

　展示構成の核となったのは、写真作品

と植物標本を同一空間に並置することで

あった（図１・２）。日本およびフィリ

ピンに生育する植物で顔を飾ったモデル

のポートレート写真と植物の静物写真

を、植物学研究の基礎資料である東京大

学植物標本室（TI）およびフィリピン

国立植物標本室（PNH）所蔵のおし葉

標本と組み合わせて紹介し、植物を「審

美的鑑賞の対象」と「科学的観察の対象」

として同時に見る場を形づくった。

　展示タイトルの「植物顔（しょくぶつ

がん）」は、「Faces and Flora」という

英語テーマが先に決定していたことを踏

まえつつ、日本語として新たに構想した

造語である。「Faces and Flora」が示

す「顔」と「フローラ（植物相）」の結

びつきには、フィリピンと日本の在来植

　

『植物顔―日本・フィリピンの草木花実写真』
―省察と展開

寺田鮎美

物、そしてそれを取り巻く自然環境や文

化的文脈への理解を深めたいという意図

が込められている。これに対して、「植

物顔」は、マヨの作品がもたらす造形的

印象を日本語の響きのなかで表した語で

あった。マヨの作品では、植物は単なる

装飾ではなく、顔の一部をなすものとし

て捉えられる。その造形を前にして、「植

物顔」と呼ぶのがふさわしいと思われた。

　写真は一瞬を捉える芸術表現であり、

標本は時間をとどめる科学資料である。

両者のあいだを往復する視線のなかで、

植物は固有の構造と歴史をもつ存在とし

て浮かび上がり、その審美性と科学性の

双方に光があたる。本展示は、そのよう

な視線の運動を展示空間のなかで具体化

しようとする試みであった。

変化する展示空間

　本展示では、日本の植物を扱うセク

ションの全てと一部のフィリピン植物標

本について、会期中に前期・後期の展示

更新を行った。標本については保存上の

措置でもあったが、狙いは構成変更にと

どまらず、展示空間そのものを変化させ

ることにあった。更新によって、来館者

が出会う写真と標本の組み合わせは変わ

り、植物の印象や読み取り方もまた変容

していく。

　写真が捉えた花や葉の一瞬の姿と、同

じ個体あるいは同種から作成された標本

の姿とを見比べるとき、そこには異なる

時間が重なり合う。植物がもつ色彩は、

おし葉標本にする際の乾燥の過程で多く

が失われるが、その退色の速度や程度は

植物によって異なる（図３）。こうした

色彩の段階的な変化は、植物の生命のあ

り方を静かに示すと同時に、標本という

形式が時間を内包する資料であることを

際立たせる。

　展示更新はまた、来館者の視線の動き

にも変化をもたらした。ある組み合わせ

では写真に強く引き寄せられ、別の組み

合わせでは標本に長くとどまる視線が生

まれる。写真と標本のあいだを往復する

視線の運動は固定されたものではなく、

展示構成のわずかな変化によっても揺れ

動く。本展示は、その揺らぎ自体を含め

て一つの経験として提示していたといえ

るだろう。

　展示空間の変化は、作品の受け止め方

にも微妙な差異を生んだ。とりわけ、モ

デルの顔を大きく捉えたポートレート作

品は、来館者に強い第一印象を与える。

その印象はしばしば即時的であり、植物

よりも先に、人の顔が視線を引きつける。

ウロボロス Volume 30 Number 3

IMT特別展示

図１　「フィリピンの植物」展示風景． 図２　「日本の植物」展示風景．
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そのこと自体は作品の力であるが、同時

に、そこに付随する既存のイメージや価

値観もまた、無意識のうちに呼び起こさ

れる可能性をはらんでいる。

　会期中に寄せられたアンケートには、

女性モデルが花で装われた作品を、ステ

レオタイプとしての「女性と花」の結び

つきの延長として批判的に受け止めた意

見も見られた。本展示では、ジェンダー

インクルーシブな視点を重視し、男性モ

デルを含め、多様なアイデンティティの

スペクトラムを示すことを意図してい

た。しかし、視覚的な第一印象が先行す

る展示空間においては、意図と受け止め

とのあいだにずれが生じることもある。

その経験は、展示が社会的文脈のなかで

読みとられる営みであり、ジェンダーや

文化的記号を含む多様な解釈の可能性を

ひらくものであることを示していた。

　展示空間は、単に作品を提示する場で

はなく、来館者の視線や経験が重なり合

う場でもある。その意味で、本展示の更

新と反応の蓄積は、企画者にとっても一

つの省察の契機となった。展示とは固定

されたメッセージを伝える装置というよ

りも、解釈の可能性が交錯する動的な場

であることを、あらためて認識した。

もう一つの時間軸––山村八重子の標本

　本展示の会場中央には、山村八重子

（1899–1996）がフィリピンで収集した

二点の鳥類標本を配置した（図４・５）。

これらはいずれも、1926年９月11日に

八重子の名で東宮仮御所内生物学御研究

所へ献上されたものである。

　ジャン・マヨの捉えた色鮮やかな植物

の写真を背景にこれらの標本を眺める

と、その光景はどこか現代的な花鳥画を

思わせる。しかし、そこにあるのは単な

る視覚的効果だけではない。約一世紀前

にさかのぼる八重子の標本は、日本と

フィリピンを往来した人と知の歴史を静

かに物語りながら、過去の時間をいまへ

と引き寄せる。

　山村八重子は、フィリピン南東部のバ

シラン島に1925年から1926年にかけて

滞在し、その間に鳥類・魚類・昆虫類・

貝類・サンゴなどを数多く収集した。女

性であることが当時の社会において強い

注目を集める要因となった一方で、その

活動は後年、必ずしも十分に語られてき

たとは言い難い。本展示で八重子の標本

を取り上げることは、日比交流史の一端

を可視化するだけでなく、科学史におけ

るジェンダーの問題を問い直す行為でも

あった。

　写真と標本を並置するという本展示の

構成は、植物をめぐる審美的・科学的視

線の往復を意図したものであった。しか

し、八重子の標本が加わることで、さら

にもう一つの時間軸がいっそう明確に

なった。すなわち、収集という行為、そ

してその後の保存と継承の歴史である。

　この時間軸は、鳥類標本に限られるも

のではない。植物標本もまた、採集者の

名や採集地、採集年とともに、過去の自

然環境と研究の営みを現在へと伝えてい

る。標本は、自然の形態をとどめる資料

であると同時に、人間の営みの痕跡を内

Ouroboros
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図 ３　 ヤ マ ブ キ（Kerria japonica  (L.) 

DC.）．上部はジャン・マヨが2025年４

月４日に小石川植物園で撮影した写真．

下部左は東京大学理学部教授の原寛が

1932年５月８日に碓氷峠で採集した標

本．下部右は，同日撮影対象となった同

一個体から採集・作製した標本である．

展示時には鮮やかな色彩をとどめていた．

図４　山村八重子採集のコウハシショウ

ビン（Pelargopsis capensis）．

図５　山村八重子採集のシュバシサトウ

チョウ（Loriculus philippensis）．両標本と

も山階鳥類研究所所蔵，東京大学総合研

究博物館寄託．
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包する存在でもある。その事実を展示空

間のなかで示すことも、本企画の重要な

側面であった。

場をひらく試み––植物園への展開

　本展示で試みた写真と標本の並置は、

展示室のなかで成立していた。しかし、

その枠内にとどまるものではない。現在、

東京大学大学院理学系研究科附属植物園

（小石川植物園）において、日本の植物

に焦点を当てた再構成のもと、野外展示

として展開する計画が進められている。

　小石川植物園は、江戸時代の小石川御

薬園を前身とし、東京大学創設期から植

物学研究の拠点であり続けてきた場所で

ある。ジャン・マヨが日本の植物を撮影

したのも、この園内であった。展示室で

提示された写真作品と標本は、植物園と

いう環境に移ることで、新たな文脈を獲

得することになる。

　屋内展示では、写真と実物標本が組み

合わされ、来館者は両者のあいだを往復

する視線を経験することになった。植物

園での野外展示では、そこに「生きた標

本」としての植物が加わる。実際に生育

する在来植物の近くで、マヨの写真作品

パネルと、それに対応するおし葉標本の

写真パネルを提示することは、展示室で

の経験を拡張し、人々が植物の存在をよ

り身体的に感じる契機となるだろう。

　本企画は、東京大学総合研究博物館が

展開する「モバイルミュージアム」プロ

ジェクトの一環でもある。展示を移動さ

せることは、会場を変える以上の意味を

もつ。大学博物館の研究成果である展示

を異なる環境に置き直すことで、その意

味はあらためて問い直され、社会へとひ

らかれていく。展示空間が変わるとき、

展示物の意味づけやその解釈もまた変容

する。その変化自体が、本展示の「展開」

を形づくっている。

見るということの変容

　振り返って、本展示を通して試みたの

は、植物を見るという行為そのものを問

い直すことであったと考える。写真と標

本を並置し、そのあいだを往復する視線

を促すこと。展示を更新し、解釈の変容

を経験として提示すること。さらに、標

本の収集と継承の歴史を重ね合わせ、時

間の層を可視化すること。それらはすべ

て、見るという行為を単線的なものから

多層的でより創造的な営みへと解き放つ

試みであった。

　写真は瞬間を、標本は歳月の堆積を示

し、それぞれ異なる時間の相を映し出す。

しかし、いずれも自然そのものではな

く、選び取られ、編集され、構成された

かたちを伝える。それらは展示という場

においてさらに複雑に組み合わされる。

そこには、撮影者、採集者、標本製作者、

ミュージアムキュレーターなど、さまざ

まな人々の視線と判断が刻み込まれてい

る。展示を通じて植物を見ることは、自

然を見ると同時に、人間のまなざしの歴

史を見ることでもある。

　展示空間において写真と標本が出会

い、さらに植物園という場へと移動する

ことで、その関係は再び組み替えられる。

固定された意味があるわけではなく、見

るたびに関係はあらたに結び直されてい

く。展示は完成された答えを提示する装

置というよりも、社会的・文化的文脈の

なかで揺れ動きながら、われわれの視線

や思考にあらたな運動を生み出し続ける

場なのかもしれない。

　なお、本展示のデジタル版図録はイン

ターメディアテクのウェブサイト上で公

開している。図録には、おし葉標本の来

歴や収集背景に関する解説も収録し、展

示空間では十分に扱いきれなかった資料

的背景についても補足している。

　最後に、本展示は日比両国の関係機関

および多くの協力者の支えによって実現

した。今後の展開もその協働の延長線上

にある。ここにあらためて深い感謝の意

を表したい。

（本館インターメディアテク寄付研究部門

特任准教授／芸術学・博物館学）
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はじめに

いまから約2億3000万年前から6600

万年前にかけて地上で繁栄した恐竜は、

著しく多様な頭骨を持つ。それらの中で

ひときわ特殊な頭骨を持つのが、三本角

が特徴的なトリケラトプスに代表される

角竜類と呼ばれる分類群である。角竜類

は角以外にも、巨大化した鼻孔やフリル

と呼ばれる後頭部の装飾などの構造を頭

骨に持っており、その機能や進化につい

ては未だに多くの謎が残っている。筆者

は最近、角竜類の鼻にあったはずの器官

を網羅的に推定復元し、その機能を考察

した研究を出版する機会を得た
1
。そこ

で本稿では、恐竜を含む絶滅した脊椎動

物についての研究手法の一例を、筆者の

研究も交えて紹介する。

化石に残らない軟組織の推定

生きている様子を直接観察できない絶

滅種の生態や進化を知るには、化石記録

には直接残らない脳神経系や筋系などの

軟組織を骨形態から推測することで大き

な手掛かりが得られることがある。その

際には、誤った復元をしないように系統

的に近縁な現生の分類群を参照するアプ

ローチが広く採られている。すなわち、

隣り合う２つの現生分類群で共通してみ

られる特徴はそれらの共通祖先もしくは

　

トリケラトプスの鼻の解剖学
多田誠之郎

それ以前に獲得されたとする仮定を置

き、間に挟み込まれた絶滅種でもその特

徴は保持されていたと推定する方法（系

統 挟 み 込 み 法；Extant Phylogenetic 

Bracket approach
2
）である。恐竜の場

合、鳥類とワニ類が系統的に挟み込む現

生分類群にあたるが、それらで軟組織が

骨上に残す共通の痕跡（筋肉であれば筋

付着痕）を特定し、化石記録上でその痕

跡を見つけることで、恐竜の軟組織は系

統学的に妥当な状態で復元できる。

恐竜の多様な頭部に関しては、1997

年
3
にこのアプローチによって最も網羅

的かつ詳細な軟組織復元がなされた（図

１）。この研究では、血管神経系や腺組織、

一部の咬筋系などの軟組織が鳥類・ワニ

類と比較した骨学的な証拠から復元され

ており、以降の恐竜類の頭部に関する研

究に大きく貢献している。特に、恐竜の

頭骨の顕著な特徴の一つである前眼窩窓

とよばれる部分には副鼻腔が存在してい

たという仮説がこの研究で提唱され、今

日まで広く受け入れられている。この研

究以降も、系統挟み込み法や、非破壊の

まま化石の内部観察を可能にするCTス

キャン等のデジタル技術の普及を背景

に、血管系や筋系などの頭部軟組織が相

次いで復元され、21世紀に恐竜の顔は

より“生々しく”理解されるようになった。

恐竜の鼻

恐竜の頭部に関する盛んな研究トピッ

クの一つに鼻がある。恐竜は多様な鼻の

形態を持つ（図１）が、それは鼻の各器

官が果たす機能あるいはその重要性が分

類群ごとに大きく異なっていたことを示

唆している。鼻の主な機能として、匂い

を嗅ぐのはもちろん、鼻の中の空気を

使って体や頭の温度調節を行う機能があ

ることが現生脊椎動物を対象とした研究

から明らかになっている。それらの機能

を恐竜の多様な鼻がどの程度果たしてい

たのか明らかにするため、各恐竜の分類

群で鼻の形態や周囲の血管系などが復元

されてきた。例えば、嗅覚の発達の度合

いについては、むしろ推定された脳の形

態から議論が行われることが多い。有名

な肉食恐竜であるティラノサウルスは嗅

覚が鋭かったことが明らかになってお

り、捕食などに役立っていたと考えられ

ている。一方で、温度調節の機能に関し

ても、バリエーション豊かな恐竜の鼻は、

それぞれ異なる戦略で温度調節を行って

いたことを示唆していると考えられてい

る
4
。例えば、四足歩行性で巨大な体を

持つ竜脚類では骨鼻孔が大きくなってい

る一方で、体の背側面を皮骨が覆ってい

ることが特徴の鎧竜類では鼻腔が複雑に

迂曲しており、それぞれ鼻を大きく複雑

研究紹介

Ouroboros

ウロボロス Volume 30 Number 3

図１　恐竜類の異なる分類群で復元された鼻腔（黄色）と血管系（赤と青）．左から獣脚類マジュンガサウルス（副

鼻腔［黄緑］），竜脚類カマラサウルス，堅頭竜類ステゴケラス，鎧竜類ユーオプロケファルス．文献４より著者の

許諾を得て引用.
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にすることで熱交換効率を上げていたと

される。また、肉食恐竜を含む獣脚類は

副鼻腔も併用することで独自にその機能

を効率化していたと推測される。これら

の中にあって、しかしトリケラトプスに

代表される角竜類については、その鼻の

基礎的な解剖学的知見がこれまで大きく

不足していたと言える。

角竜類の鼻

改めて角竜類の頭部を見てみると、典

型的な恐竜と比べて、数多くの特徴的な

点があることに気づく（図２）。目を引

く角やフリルだけでなく鼻の部分にも大

きな特徴があり、例えば吻骨と呼ばれる

新たな骨を獲得していたり、骨鼻孔が極

端に巨大化していたりする。特に前上顎

骨と呼ばれる鼻先の骨は他の恐竜と比べ

大きく変化しており、この極端な特殊化

のために現生の鳥類やワニ類との比較が

難しかったことが理由で、角竜類の鼻の

軟組織についてはこれまで明らかにされ

てこなかったと考えられる。しかしこの

特殊化には、先に説明したような機能に

関して重要な変化が伴っていたと予想さ

れる。そこで筆者らは、トリケラトプス

を中心に国内外の角竜類の標本調査を

行って、角竜類の鼻の軟組織復元に取り

組んだ
1
。

主に用いたのは、茨城県自然博物館に

収蔵されているトリケラトプス標本であ

る。派生的な角竜類は頭骨が巨大なた

め、通常CTスキャン装置には入れるこ

とができない。しかし、当該標本は吻部

を構成する前上顎骨や上顎骨等が頭骨か

らはずれて保存されており、CTスキャ

ンを実施することができたのが大きな幸

運だった（図３）。このデータから、前

上顎骨の内部を走る管形態が明らかにな

り、トリケラトプスが爬虫類の中で固有

な神経血管系パターンを有していたこと

が明らかになった。通常の爬虫類は、鼻

先を上顎神経（V2）と眼神経（V1）の

二つが支配している。しかし派生的な角

竜類においては、上顎骨内を進む上顎神

経（V2）が前上顎骨には伸びず、代わ

りに眼神経が優位に鼻先を支配している

ウロボロス Volume 30 Number 3

図２　アメリカ自然史博物館に展示されているトリケラトプスの頭骨.
図３　茨城県自然博物館のトリケラトプス

左前上顎骨（上）とその内部の管形態（下）.

図４　推定された角竜類における鼻の軟組織．画：坂根広大（福井県立大学）．
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ことがわかった。いずれの神経も三叉神

経由来であることからその機能に大きな

違いはないと考えられ、おそらく骨鼻孔

の拡大に伴う副次的な変化であると予想

される。

他にも、鼻の粘膜を保湿する鼻腺や、

涙を目から鼻へ流す鼻涙管などを有して

いたことが初めて角竜類で推定された

（図４）。派生的な角竜類は、トリケラト

プスを含むカスモサウルス類とセントロ

サウルス類という二つの分類群からなる

が、吻部の形態は概して共通しているこ

とから、二つは基本的に同じ器官の配置

をしていたはずである。そのため、カス

モサウルス類とセントロサウルス類で異

なる骨学的な特徴は、それぞれ別の軟組

織を推測するのに役立った。鼻腺は主に

カスモサウルス類に見られる鼻骨内面の

浅い凹み、鼻涙管は主にセントロサウル

ス類が持つ眼窩から前下方に伸びる内側

の溝を根拠にそれぞれ推定された。

さらに、セントロサウルス類の鼻の内

面で見つかった稜状突起から、呼吸鼻甲

介という構造を派生的角竜類が持ってい

た可能性がこの研究で初めて明らかに

なった。呼吸鼻甲介とは、現生の脊椎動

物では鳥類と哺乳類のみが鼻の中に持つ

複雑な突起状構造であり、多くの場合渦

巻き状をしている。呼吸鼻甲介を独立に

獲得した鳥類・哺乳類がいずれも一定の

高体温を維持する内温性動物であること

から、この構造は熱生理学的に重要な機

能があると解釈されている。すなわち、

複雑な構造によって鼻の表面積を増加さ

せることで、呼吸に伴って体外に逃げて

しまう熱や水分を鼻の表面上に留めた

り、鼻を通る血液を鼻甲介上で効率的に

冷やすことで血液が向かう先の大きな脳

がオーバーヒートしないように調整した

りする機能である
5
。しかし、先に復元

した他の鼻の軟組織と違い、ワニ類が呼

吸鼻甲介を持たず、他の多くの恐竜類で

もこの構造を持つ根拠が見られないこと

から、角竜類が呼吸鼻甲介を持っていた

可能性は系統学的に担保されない。しか

し、セントロサウルス類の鼻腔に見られ

る稜状突起の位置や様子が鳥類の鼻甲介

が残す特徴と非常によく似ていたため、

この研究では派生的角竜類がこの構造を

有していたと推定した。

さて、呼吸鼻甲介が角竜類で獲得され

た理由だが、おそらく角竜類が完全な内

温性を達成していた可能性は低く、体の

大きさに比べて大きな脳を持っていたわ

けでもない。その代わりに、角竜類の鼻

甲介は、この分類群がこれまでの陸上脊

椎動物で最も大きな頭骨を持つことと関

連すると筆者らは考えている。大きな頭

部は熱が逃げにくいため、脳が大きくな

くてもその熱処理の問題は深刻だったろ

うと予想される。角竜類はその課題を解

消するために呼吸鼻甲介を獲得し、内温

性動物レベルの熱交換機能を鼻が果たし

ていた可能性が考えられる。

おわりに

本稿では、角竜類に関して筆者が行っ

た研究を例に、化石に残らない軟組織か

ら古生物の機能や進化を議論する研究手

法について紹介した。特に筆者らの研究

は、呼吸鼻甲介に関して多少の機能は議

論したものの、むしろその本質は今後の

研究の土台となる基礎的な解剖学的知見

を提供した点にあると考えている。今後

さらに角竜類の頭部形態進化について研

究が進むことを期待したい。

最後に、紹介した角竜類の鼻に関する

研究を共同で進めていただいた、国立科

学博物館生命史研究部の對比地孝亘研究

主幹、薩摩川内市甑ミュージアムの石川

弘樹博士、我孫子市鳥の博物館の脇水徳

之氏、福井県立大学恐竜学部の河部壮一

郎教授、同大学大学院生物資源学研究科

生物資源学専攻の坂根広大氏、またトリ

ケラトプス標本の研究利用を快諾してく

ださった茨城県自然博物館の加藤太一博

士や他の機関の皆様に、この場を借りて

厚く御礼申し上げる。
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案内
本館展示
特別展示『奄美　役勝サイト　ほか』

会期：2025年10月27日（月）～ 2026

年４月３日（金）

会場：本郷本館展示場

主催：東京大学総合研究博物館

IMT展示
特別展示『メテオラプソディ－隕石探査』

会期：2025年11月29日（土）〜 2026

年３月29日（日）

会場：GREY CUBE（フォーラム）

主催：東京大学総合研究博物館

特別公開『JP IN CONSTRUCTION - 旧

東京中央郵便局からインターメディアテ

クまで』

会期：2026年４月18日～ 2026年６月

27日

会場：GREY CUBE（フォーラム）

主催：東京大学総合研究博物館

スクール・モバイルミュージアム
『食の貝』

会期：2025年11月20日（木）〜 2026

年３月31日（月）

開館時間：９ :00〜 17:00

休館日：日曜日・祝日

会場：文京区教育センター２階「大学連

携事業室」 

楢葉町×東京大学総合研究博
物館連携ミュージアム
第４回特別企画展『楢葉誌－木戸川をめ

ぐって』

会期：2025年８月５日（火曜）から

会場：楢葉町×東京大学総合研究博物館

連携ミュージアム　大地とまちのタイム

ライン

モバイルミュージアム
『モバイルミュージアム in NARAHA』

会期：2026年１月23日（金）から

会場：道の駅ならは、ならはスカイアリー

ナ、楢葉町役場

ニュース
本館展示
　本館では、以下の展示を公開いたしま

した。

2025年11月17日（月）～ 2026年 １月

30日（金） 令和７年度学芸員専修コー

ス共同企画展示『Insect Nets – 実物と

デジタルが語る東大150年の軌跡 – 』

IMTイベント
　インターメディアテクでは、以下のイ

ベントを行いました。

2025年12月１日（土）から2026年２

月１日　『ギメ・ルーム ウィンターデコ

レーション 2025』

2025年12月13日（土）講演会『メテオ

ラプソディ－隕石探査』【第１回】「 隕

石が教えてくれること」

2026年２月７日（土）講演会『メテオ

ラプソディ－隕石探査』【第２回】「宇宙

の石を採って来る」

2026年２月11日（水）カンパニー・グ

ランデ『春の祭典』関連企画 特別展示

「春、音と影のあわいに」パフォーマン

ス企画

2026年３月14日（土）講演会『初期ホモ・

サピエンスの進化と行動 – 北アフリカ

考古学調査の最新動向』

アカデミック・アドベンチャー
　インターメディアテクにてアカデミッ

ク・アドベンチャーを開催し、以下の学

校・団体にご参加いただきました。

・2026年２月10・13日 文京区立本郷

小学校（小学６年）132名

・2025年12月16日 桜丘中学・高等学

校（中学３年）38名

学校対象教育実験プログラム
　インターメディアテクでは、学校対象

教育実験プログラム「アカデミック・ア

ドベンチャー」の募集を行っています。

学校行事や授業で当館を訪れる小・中学

生を対象に、大学生ボランティアが「イ

ンターメディエイト」（媒介者）として

一緒に展示物を観察・鑑賞し、自由に対

話する体験を通じて、子どもたちが自ら

の好奇心を拡げ、探求心を深めることの

できる創造的な学術探検の機会を提供い

たします。

募集対象：小・中学校の学校団体（国公

立・私立は問いません）

利用内容：大学生ボランティアが務める

「インターメディエイト」の案内による

対話式展示観覧

利用人数：１団体あたり児童・生徒数４

名から60名程度まで（インターメディ

エイトの参加状況により変わる場合があ

ります）

利用日時：水曜日開館前特別時間枠の約

１時間（実施日は応相談）

入館料・参加費：無料

申込期限：利用希望日の30日前まで

申込みおよび問い合わせ連絡先：050-

5541-8600（ハローダイヤル）

海外モバイル
『in Vitro? in Vivo!－写真家 立木義浩

×東京大学』台北展

会 期：2025年12月20日（ 土 ） か ら

2026年３月１日（日）

会場：北師美術館（MoNTUE） B1展示

室

主催： 国立台北教育大学北師美術館＋

東京大学総合研究博物館

出版
・標本資料報告138号『東京大学総合研

究博物館所蔵 尾本惠市チョウ類コレク

ション目録 第３部（タテハチョウ科：

ジャノメチョウ亜科）』：（2025年７月）

・標本資料報告139号『東京大学総合研

究博物館動物部門所蔵 魚類標本リスト

（４）』：（2025年７月）

・標本資料報告140号『東京大学総合

研究博物館所蔵 鶏翫具・藝術品資料集

（二）』：（2025年７月）

・標本資料報告141号『東京大学総合研

究博物館 小石川分館所蔵 長谷川輝雄建
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築資料目録』：（2026年２月）

・標本資料報告142号『東京大学植物標

本室所蔵タイプ標本目録 第16部　シダ

植物II（シノブ科、オシダ科、ツルキジ

ノオ科、ウラボシ科、ナナバケシダ科）』：

（2026年３月）

本館来館者
　事前に申し込みのあった主な本館来館

者は以下のとおりです（2025年10月１

日～ 2026年２月28日）。

JICA課題別研修、札幌第一高等学校、

松本秀峰中等教育学校、武南高等学校、

文京区立林町小学校、ボーイスカウト豊

島７団、福岡県立北筑高等学校、豊島区

聴覚障害者協会、福岡県立伝習館高等学

校、私立大宮開成中学校、早稲田中学

校、群馬県立高崎高等学校、東京都立総

合工科高等学校　定時制課程、Chinese 

Academy of Agricultural Sciences、

明星中学校、細田学園高等学校、東大

附属中等教育学校、東京都立白鷗高等

学 校 附 属 中 学 校、Universitas PTIQ 

Jakarta、熊本県立菊池高等学校、福岡

県立嘉穂高等学校附属中学、星稜高等学

校、清真学園高等学校、学校法人三幸学

園　飛鳥未来きずな高等学校、行知学園

日本語学校、愛知県立旭丘高等学校、

福井県立藤島高等学校、Lomonosov 

M o s c o w  S t a t e  U n i v e r s i t y 、

Cheonghak Scholarship Foundation 

in KOREA、那覇国際高校、Cheongju 

Educational National University in 

KOREA、Jeonju university、 大 田 区

立雪谷中学校、文京区立音羽中学校、品

川翔英中学校、成立学園中学・高等学校

（敬称略）

ボランティアのご協力（本館）
　本館では、2025年10月１日から2026

年２月28日の間、下記18名の方々にボ

ランティアとしてご協力いただきました。

飯干ユミ、梅森佐枝子、金子清子、神田

理子、越　章夫、佐藤れい子、佐々木智

恵、添田禮子、竹内輝子、竹下勝人、兵

頭　勝、舩窪英子、古川真由美、細野　

剛、水谷浪子、宮崎眞一、山田節子、柚

木陽子（敬称略）

ボランティアのご協力（IMT）
　インターメディアテクでは、2025年

10月１日から2026年２月28日の間、下

記７名の方々にIMT学生ボランティアと

してご協力いただきました。

伊藤萬結、鈴木旭、立山華乃、長谷川智

也、森綾乃、山崎智世、芳野晴臣（敬称略）

博物館教職員
　2025年12月１日付けでWANG LEZHI

技術補佐員が着任しました。2026年１月

31日付けでOsawa Kei特任研究員が退

職しました。事務部では、2025年11月

１日付けで森脇　淳事務補佐員が着任し

ました。

東京大学コレクション基金2025
年寄付者
　本基金は、当館が所蔵する400万点以

上の貴重な学術標本資料群「東京大学コ

レクション」を維持・発展させるために

設立いたしました。多大なご支援をい

ただき、心より感謝申し上げます。基

金の趣旨や活動報告は下記のウェブサ

イトに掲載しております。何卒、引き

続き温かいご支援をお願い申し上げま

す。https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/

pjt146

　2025年 寄 付 金 総 額　12,539,150円

（2025年１月～ 12月末時点）、寄付件数

156件。現在までに下記の方々（匿名希

望39名を除く）からご寄付を頂きました。

　熊谷英憲、宮内伸子、中川裕子、大谷

津善樹、宮腰美奈子、若林　憲、小林公英、

石垣和子、杉山健一、畠山靖光、岳野万

里夫、岩瀬良一、由良貴紀、上蓑礼子、

本田孝雄、畠山卓弥、塚谷才英、北川雅紀、

飯尾雅也、種市順昭、高野　学、辻　碧、

関山秀雄、大越章吾、長崎千裕、鴨野博道、

清水正陽、足立　宏、細井將右、久保昌之、

北村憲太、古賀信介、平井久幸、市川奈

緒子、杉本　剛、髙野和子、浦田和幸、

髙田　聡、小島誠治、野上　潤、中島礼

子、仲山徳音、藤木美恵子、瀬戸口久雄、

丸木　強、津嶌力雄、藤枝八千代、中川

夏樹、尾内雅弘、野口由紀子、伊藤公一、

山本澄江、島田　仁、城谷朋子、今井明夫、

名知博毅、中尾忠彦、石原知実、横澤一紀、

平奥和歌、杉本政繁、斉藤春江、岩波俊樹、

木呂子義之、田崎和之、福本　正、田中

和子、木村吉次、小林敏男、清水嘉与子、

岩越万里、村井　温、佐藤弘二、小林真

一郎、松崎義一、竹谷やす、鎌倉淳子、

栢場美帆、中村倫子、土居玲子、藤沼　傑、

大谷圭子、牛島悦子、長坂ひかる、田中

風羽、米澤儀美、友松正護、木谷謙介、

大戸雅子、伏見純子、安　敦之、佐藤洋介、

大出真由美、円山　孝、鈴木忠光、及川

陽子、内藤正夫、永木慶子（敬称略）
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